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List and Modern Value of the Planning Documents for Parks, 
Hot Spring Resorts and Scenic Areas in Nagano Prefecture 
related to Seiroku Honda 
 
















『Japan : An Illustrated  
Encyclopedia』 
（1993，Kodansha，Japan） 
Honda Seiroku 【本多静六】1866−1952 Dendrologist. Born in what is now Saitama Prefecture; graduate of Tōkyō 
Agriculture and Forestry School (now part of Tōkyō University). He studied forestry and economics at Munich 
University in Germany and served as assistant professor and professor at Tōkyō University from 1893. A pioneer 
of modern dendrology, he became chairman of the Imperial Society of Dendrology late in life. He also made a 
lasting contribution to the beautification and preservation of the natural environment, including the design 
of the Meiji Shrine gardens and the establishment of a number of national parks. He is the author of Zōringaku 
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順位 箇所 比率 都道府県 
1 6 9.8 長野県 
2 5 8.2 愛知県 
〃 5 8.2 埼玉県 
4 4 6.6 福岡県 
5 3 4.9 北海道 
〃 3 4.9 大阪府 
〃 3 4.9 広島県 
8≧ 計32 52.5 計25都府県 
- 61 100.0 32 
註）久喜市企画政策課編集(2013)を基に筆者集計。 
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No 著者 執筆 図面 年月日 題目 発行 現在 
1 本多静六 口述 無 1911(明治44).10.30 軽井沢遊園地設計方針 不明(口述は油屋旅館) 民間別荘地 
2 本多静六 口述 無 1913(大正2)前後 *註1 木曽風光調査概要 不明 日本遺産木曽路 
3 本多静六 著述 有 1913(大正2) *註2 隠れたる木曽の風景と利用策 不明 〃 
4 本多静六・上原敬二 著述 有 1923(大正12).5.10 信州駒ヶ岳森林公園と菅の台避暑地計画案 赤穂町商工会 駒ヶ根公園等 
5 本多静六・池邊武人 著述 有 1925(大正15).5 須坂町公園設計案 須坂町役場 臥竜公園等 
6 本多静六・池邊武人 著述 有 1925(大正15).5 小諸公園（懐古園）設計案 小諸町役場 小諸城址懐古園 
7 本多静六・森脇龍雄 著述 有 1927(昭和2).6 信州飯山城址公園改良案 飯山町役場 飯山城跡公園 
8 本多静六・森脇龍雄 著述 有 1927(昭和2).7 信州山ノ内温泉風景利用策 長野電鉄株式会社 湯田中渋温泉郷 




No. 計画書名 長野県内公共図書館所蔵状況 計画地の自治体名 自治体ホームページ掲載状況 
1 『軽井沢遊園地設計方針』 国立国会図デジ 北佐久郡軽井沢町  
2 『木曽風光調査概要』  木曽広域連合  
3 『隠れたる木曽の風景と利用策』 県立長野図 〃  
4 『信州駒ヶ岳森林公園と菅の台避暑地計画案』 伊那市立図、飯田市中央図、国立国会図デジ 駒ヶ根市  
5 『須坂町公園設計案』 市立須坂図、県立長野図 須坂市 臥竜公園の計画者として紹介 
6 『小諸公園（懐古園）設計案』 市立小諸図 小諸市 懐古園の計画者として紹介 
7 『信州飯山城址公園改良案』 市立飯山図 飯山市  
8 『信州山ノ内温泉風景利用策』  下高井郡山ノ内町  
9 『天竜峡風景利用策』  飯田市 天竜峡への来訪者として紹介 
註1) 自治体ホームページ掲載状況調査は、自治体ホームページ上の全文検索機能を使用した結果（11/20最終閲覧）。 
註2) 国立国会図デジはオンラインサービスを提供する国立国会図書館デジタルコレクションのこと。多くの長野県内図書館で館内限定閲覧可能。 
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報)：森林文化研究 5, 13-16. 
中村 慎（2002）長野県県有模範林の誕生の経緯(第2














83-90 資料 本多静六口述『木曽風光調査概要』（大正二年前後）の現代語訳  竹内梢・加藤愛望・小林来実・横関隆登 
91-98 資料 本多静六著『隠れたる木曽の風景と利用策』（大正二年）の現代語訳 加藤愛望・小林来実・竹内梢・横関隆登 
99-116 資料 本多静六・上原敬二著『信州駒ヶ岳森林公園と菅の台避暑地計画案』
（大正十二年五月十日赤穂町商工会発行）の現代語訳  
齋藤実咲・小池成美・阿部菜々子・北條千晴・横関隆登 
117-124 資料 本多静六・池邊武人著『須坂町公園設計案』（大正十五年五月須坂町
役場発行）の現代語訳  
西村奈穂・下條仁嗣・藤原優里・横関隆登 
125-135 資料 本多静六・池邊武人著『小諸公園（懐古園）設計案』（大正十五年五
月小諸町役場発行）の現代語訳  
半澤成美・西村奈穂・横関隆登 
136-142 資料 本多静六・森脇龍雄著『信州飯山城址公園改良案』（昭和二年六月飯
山町役場発行）の現代語訳  
太田千乃・北原穂香・渡邉ほのか・横関隆登 
143-152 資料 本多静六・森脇龍雄著『信州山ノ内温泉風景利用策』（昭和二年七月
長野電鉄株式会社発行）の現代語訳  
下條仁嗣・藤原優里・太田千乃・横関隆登 
153-160 資料 本多静六・森脇龍雄著『天竜峡風景利用策』（昭和三年五月伊那電気
鉄道株式会社発行）の現代語訳  
北原穂香・渡邉ほのか・齋藤実咲・小池成美・横関隆登 
 
